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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月9日(2012.5.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　リフローの前の第１めっき層１ａの厚さと第２めっき層２ａの厚さの関係を以下のよう
に調節することが好ましい。すなわち、第１めっき層の厚さ（ｔ１）と第２めっき層の厚
さ（ｔ２）の比率（ｔ２／ｔ１）も考慮することが好ましい。第１めっき層の厚さと第２
めっき層の厚さとの比率（ｔ２／ｔ１）は０．０８～０．２６とし、０．１０～０．２６
の範囲とすることが好ましく、０．１０～０．２０の範囲とすることがより好ましい。上
記の範囲とすることで、拡散層形成の確実性を一層好適に実現することができ、また耐熱
性を発揮させリフロー後の外観を良化しコストを低減することができる。
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